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レッドデータブックから①
絶滅のおそれがある生物を紹介

所
や
安
全
な
避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

●
土
砂
災
害
の
種
類
と
前
兆
現
象

▽
急
傾
斜
地
の
崩
壊
（
が
け
崩
れ
）　

雨
や
雪
ど
け
水
、
地
震
な
ど
の
影
響

で
、
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
現
象

【
前
兆
現
象
】
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

る
。
斜
面
に
割
れ
目
が
で
き
る
。
斜

面
か
ら
水
が
湧
き
出
す
な
ど

▽
土
石
流　

山
腹
や
川
底
の
石
な
ど

が
、
大
量
の
水
と
一
緒
に
な
っ
て
津

波
の
よ
う
に
襲
っ
て
く
る
現
象

【
前
兆
現
象
】
山
鳴
り
が
す
る
。
降
雨

中
に
川
の
水
位
が
下
が
る
。
川
が
濁

り
流
木
が
流
れ
る
な
ど

▽
地
す
べ
り　

山
地
の
斜
面
を
つ
く
る

岩
石
や
土
壌
が
、
斜
面
下
方
へ
移
動

す
る
現
象

【
前
兆
現
象
】
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
る
。
地
面
の
一
部
が
陥
没
・
隆
起

す
る
。
池
や
沼
の
水
位
が
急
に
変
わ

る
。
井
戸
の
水
が
濁
る
な
ど

●
こ
の
よ
う
な
現
象
を
感
知
し
た
場
合

は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
uhttp://w

w
w

.city.azum
ino.

nagano.jp/bosaisaigai/bosai/
hazardm

ap.htm
l

）

　

8
月
に
広
島

市
で
発
生
し
た

土
石
流
な
ど

全
国
各
地
で

大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

安
曇
野
市
は
、
急
し
ゅ
ん
な
山
々
に

囲
ま
れ
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す

べ
り
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
環
境
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
土
砂
災
害
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
を
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

市
が
平
成
23
年
４
月
に
発
行
し
た

「
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
周
辺
の
危
険
箇

大
切
な
松
を
松
く
い
虫
被
害
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

▽
市
で
は
11
月
初
旬
か
ら
庭
木
の
ア
カ

マ
ツ
、
ま
た
は
ク
ロ
マ
ツ
に
対
し
て

樹
幹
注
入
を
行
う
人
へ
の
補
助
金
制

度
を
設
置
し
ま
す
。

▽
樹
幹
注
入
の
際
、
薬
剤
の
購
入
に
掛

か
っ
た
費
用
は
補
助
し
ま
す
。

▽
申
請
の
際
は
、
申
請
書
と
以
下
の
書

類
を
取
り
そ
ろ
え
、
耕
地
林
務
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
樹
幹
注
入
実
施
箇
所
の
位
置
図

②
樹
幹
注
入
を
行
う
松
の
配
置
図
お
よ

び
写
真

③
所
要
経
費
の
見
積
書

※
所
有
者
以
外
の
人
が
申
請
す
る
場
合

に
は
、
所
有
者
の
同
意
書
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
所
有
す
る
ア
カ
マ
ツ

ま
た
は
ク
ロ
マ
ツ
（
山
林
以
外
の
土

地
に
あ
る
も
の
）
へ
樹
幹
注
入
を
行

う
た
め
に
樹
幹
注
入
剤
を
購
入
す
る

人
▽
樹
幹
注
入
を
検
討
さ
れ
る
人
へ
の
講

習
会
も
行
い
ま
す
。

▽
事
業
の
詳
細
や
、
必
要
な
各
種
様
式

に
関
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

11
月
9
日
（
日
）
か
ら
15
日
（
土
）

ま
で
の
7
日
間
、
全
国
一
斉
に
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
冬
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
今
一
度
、
家
族
や
地
域
で

防
火
・
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
！

全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
も
う
い
い
か
い

　
　
　
　
　

火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
あ
だ
だ
よ
」

務

林

災

防土
砂
災
害
に
注
意

問
豊
監
理
課

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

豊
建
設
課

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

堀
危
機
管
理
課

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

県
安
曇
野
建
設
事
務
所（

72
・
８
３

０
８
）県
犀
川
砂
防
事
務
所（

62
・
３

２
５
７
）豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４

５
）穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）明
科

消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

　名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

あづみ野スケッチ
クラブ　第 14 回
油絵作品展

講師の相島謙次郎さん・あいしま
たかこさんと会員 10 人余りが描
いた、安曇野の風景や静物画など、
40 数点を展示します。

日：10 月 25 日（土）～ 27
日（月）午前 10 時～午後
5 時（最終日は午後 4 時
まで）

場：碌山公園研成ホール

費：無料 問：相島さん（40261・
62・9019）

安曇野かかし会
作品展

13 人の会員が制作した、水彩・油
絵・版画などの作品を中心に、40
数点を展示します。

日：10 月 31 日（金）～ 11
月 3 日（月）午前 9 時～
午後 6 時（最終日は午後
5 時まで）

場：碌山公園研成ホール

費：無料 問：安曇野かかし会
代 表　 松 井 さ ん

（477・8298）

結家　こどもまつり

発達障がい児などをケアする「結
家」の子どもたちが、1 年間の学
びを発表するイベントです。たき
火パンや、保護者によるカフェ、
Vif穂高の出店など。子どもたちが、
心を込めておもてなしします。

日：11 月 2 日（日）正午～
午後 3 時

場：ケアガーデン結家（穂
高有明 8969-21）

※雨天決行

－ 問：ケアガーデン結家
（4683・1112
u h t t p : / / w w w .
curegardenyuiya.
com/）

鐘の鳴る丘
有明高原寮
施設見学会

鐘の鳴る丘　有明高原寮は、フェ
ンスや格子のない開放的な少年院
です。衣類・献立・作品などを展
示するほか、職員が少年院の制度
や実情を説明します。ぜひご参加
ください。

日：11 月 1 日（土）午後 1
時 30 分～ 3 時 30 分

場：有明高原寮

対：市内在住
で 20 歳以
上の人

持：住所と年
齢が確認で
きるもの

申：事前に電話でご連
絡ください。

問：有明高原寮　田島
さん（483・2204）

各種情報
日＝日時　場＝場所　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

樹
幹
注
入
補
助
事
業

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

11 月 9 日（日）は環境美化の日

市では、11 月 9 日（日）を「環境美化の日」と位置付け、
市内一斉清掃を行います。

ごみ拾いは誰にでもできる身近なボランティア活動
です。身近な地域、自治会、企業、ボランティア団体
などが行う環境美化活動に積極的に参加しましょう。

問穂廃棄物対策課
（482・3131 ㈹ 682・6622）

9 月分の空間放射線量
穂高庁舎で測定された値は健康に影響のないもの

でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問穂環境課環境保全係

（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

9/2（火） 9/9（火） 9/16（火） 9/22（月） 9/30（火）

穂高庁舎 0.09 0.1 0.1 0.09 0.1

哺乳類
哺乳類とは親が子どもに乳を与えて育てる

動物で、体に乳腺が発達しています。体表に
は体毛が生え、体温の放散を防ぎ、恒温を保っ
ています。市内では、北アルプスの高山には、
オコジョ、カモシカなどが、中山間地にはツ
キノワグマ、ニホンザル、カワネズミ、キツ
ネなどが、低地にはイノシシ、ハタネズミ、
モグラなどが生息しています。

このうち絶滅したものにオオカミ、絶滅危
惧 II 類にアズミトガリネズミ、ミズラモグラ、
準絶滅危惧種にモモンガ、ヤマネ、カワネズ
ミなど 8 種が指定されています。
カワネズミ（トガリネズミ科）写真

安曇野市では、準
絶滅危惧種に指定。

特徴
小型の哺乳類で全長 20㎝前後。山岳河川の

清流に生息、ネズミという名前を持つが、モ
グラの仲間で尾は太く、長い。口先がとがっ
ていて、目が小さく、水中にもぐり水生昆虫
や小魚を食べます。
安曇野は貴重な生息地

市内では、中房川、烏川、黒沢川等の河川
上流で生息。源流の改修工事や河川の汚染に
は弱く、行動範囲は、巣穴から 500 ｍ以内と
言われています。イワナ釣りに行く人は、川
の中を泳ぐ銀毛色のカワネズミを見ることが
あると思います。この動物に会えた人は幸せ
です。県内を流れる川の本流ではほとんど生
息していません。川で生息する哺乳類は少な
く、絶滅したと思われているカワウソの二の
舞を踏まないようにしたいものです。
（信州大学名誉教授　吉田 利男） 


